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研究成果の概要（和文）：　主要な成果は以下の4点である。第一は、ラインホールド・ニーバーに関する公開研究会
の開催である。3年にわたり都合12回開催し、そのほとんどを『聖学院大学総合研究所紀要』および「中間報告書」に
論文として収録･公開した。第二はニーバー関係文献の収集とデジタル化である。ニーバーの雑誌論文2700余編の70％
ほどを、収集・デジタル化し、研究者に公開した。第三は、国際シンポジウムの開催である。米国及び韓国から研究者
を招き、講演と密度の高い意見の交流・議論を行った。第四は、本邦未訳のニーバーの主著『人間の運命』の翻訳と研
究である。ニーバーについて、わが国でこれまでにない集中的な研究を遂行することができた。

研究成果の概要（英文）：The research project achieved the following four main results.First,research meet-
ings pertaining to Reinhold Niebuhr open to the public were held.Over the three years of the project,
twelve such meetings were held,most of which were recorded and published as essays in the Seigakuin Uni-  
versity Research Institute Bulletin or the Midterm Report.The second result was the digitalizing of rele- 
vant materials.About seventy percent of Niebuhr's 2700 articles and essays published in periodicals   were
 recorded digitally and made available to researchers.The third result was the holding of an international
 symposium.Scholars from the United States and Korea were invited to present lectures and to participate  
in high-level discussions.The fourth result was the translation and research work that produced for the   
first time a Japanese translation of Niebuhr's major work,Human Destiny.This project resulted in intensive
 research being conducted on Niebuhr to a degree hitherto unknown in Japan.
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１．研究開始当初の背景 

（１）わが国で、ラインホールド・ニーバー

の名は、戦前から知られていたが、その影響

はごく限られていた。戦後間もない頃、ニー

バーは、とくに、丸山眞男、都留重人、鶴見

俊輔、鶴見和子、武田清子らによって取り上

げられ、その後の 1940 年代から 50 年代およ

び 60 年代初めにかけて、武田、飯野紀元、

山本新らによる、ニーバーの生涯と思想の概

要を紹介する著書が相次いで出された。しか

しその紹介は十分なものではなかった。その

後、1960 年代から 80 年代にかけての 20 年ほ

どの間、わが国では、ニーバーへの関心はほ

とんど見られず、ニーバー研究の空白期間の

ような状態を呈した。 

（２）この状況が改善されるのは 1980 年代

に入ってからである。鈴木有郷、千葉眞、平

田忠輔、高橋義文、西谷幸介、安酸敏眞らの

ニーバー研究書が矢継ぎ早に出されるよう

になったからである。また、古屋安雄、大木

英夫、近藤勝彦、東方敬信らもニーバーを相

当程度取り上げ、検討・議論の対象にした。

さらに 70 年代からこの間にかけて、ニーバ

ーの翻訳・改訳も多少だが進んだ。 

（３）ところが、1980 年代以降のニーバー研

究の進捗は今世紀に入って頭打ちの状況と

なった。米国では、近年「ニーバー・リバイ

バル」とも呼ばれるほどにニーバー研究が活

況を呈しているのに、である。この落差はわ

が国のニーバー研究にとって危機的といわ

ざるを得ない。そこで、本研究は、その危機

感のもと、80年代以降の主要なニーバー研究

者を糾合し、同時に若手研究者の育成も視野

に入れて共同研究を行い、わが国におけるニ

ーバー研究のそのような状況を改善さらに

は進展・深化することをも目指すことにした。 

 
 
２．研究の目的 

（１）本研究の目的は、ラインホールド・ニ

ーバーの思想の特質を共同研究によって明

らかにし、わが国において、名前の有名さに

もかかわらずその思想が十分に明らかにな

っているとは言えない、「遅れている分野」

とでもいうべきニーバー研究を大きく一歩

前進させることである。 

（２）その際、ニーバーが宗教（神学）、政

治、哲学、社会の諸領域にまたがる多面的な

思想家であるゆえに、共同研究者のそれぞれ

の関心からの研究と海外から2名の研究者を

招く国際シンポジウムをとおして、海外とり

わけ米国におけるニーバー研究の成果と交

流しつつ、ニーバーの多様な側面を明らかに

するとともに、その多様性に通底するニーバ

ーの独特の思想の本質を浮き彫りにするこ

とを目指す。 

 
３．研究の方法 

 研究は、各研究分担者のそれぞれの課題に

ついての研究、ニーバー関係資料の収集、公

開研究会の開催、国際シンポジウムの開催、

ニーバーの未訳の主著の翻訳研究等によっ

て行う。またその主要なものを雑誌論文とし

て公開する。研究方法の詳細は以下のとおり

である。 

（１） 平成 23 年度 

① 各研究分担者の研究は基本的に各人

の責任で、専門のテーマを主に研究

をする。 

② 公開研究会を 2回開催する。 

③ ニーバーの著書、ニーバーに関する

研究書、ニーバーに関わるアメリカ

における政治学・歴史・思想関係文

献を収集し、共同研究者の研究に供

する。 

④ 入手しにくいニーバーが書いた雑誌

論文（約 2700 編）の収集とデジタル

化。（次年度に継続） 

（２）平成 24 年度 

① 研究分担者個人による研究。 

② 公開研究会を 6回開催。 

③ ニーバーの雑誌論文（約 2500 編）を



可能な限り収集・デジタル化。 

（３）平成 25 年度 

① 研究分担者個人による研究。 

② 公開研究会を 4回開催の予定。 

③ 公開国際シンポジウムの開催。アメリ

カから 1名、韓国から 1名、国内から

2 名を発表者に予定。それに加えて、

研究分担者全員が応答者等で参加。 

④ 国際シンポジウムに合わせて、海外か

らの研究者の学術講演の開催。 

⑤ 国際シンポジウムの要旨の公刊。 

⑥ 合評会とまとめ：共同研究者による 24

年度、25 年度の研究成果について集中

的に評価・討議を行う。 

 

４．研究成果 

国際シンポジウムの開催日程を 24 年度か

ら 25 年度に変更した以外は、ほぼ当初の計

画通り遂行することができた。成果は以下の

とおりである。 

（１）公開研究会の開催：23 年度に 2回、24

年度に 6 回、25 年度に 4 回、合計 12 回開催

した。そのほとんどを『聖学院大学総合研究

所紀要』および研究中間報告書『ラインホー

ルド・ニーバーの宗教･社会･政治思想の研

究』に論文として収録･公開した。 

（２）ニーバー関係文献の収集とデジタル

化：現在最も包括的なニーバーの著作目録 D. 

B. Robertson, Reinhold Niebuhr’s Works

（1984）に収録されているニーバーの雑誌論

文 2700 余編の訳 70％ほどを、収集・デジタ

ル化することができ、フェアユースの原則で

研究者に公開できるようにした。おそらくこ

の作業は、世界でもまれなことではないかと

思われる。今後のニーバー研究に有益なもの

となるはずである。 

（３）国際シンポジウムの開催：25年6月に、

青山学院大学を会場として、米国からロビ

ン・ラヴィン(Robin W. Lovin) 教授、韓国

からイム・ソンビン(Yim Sunbihn) 教授を

招き、両氏の講演に、日本側から 4名の研究

分担者がレスポンスを行い、出席者を含めた

密度の高い意見交換と議論を行った。合わせ

て、付随的企画として、ラヴィン教授がニー

バーを主題にして、3大学（国際基督教大学、

東京神学大学、聖学院大学）で講演を行った。

シンポジウムならびにラヴィン教授の講演

の報告は、『聖学院大学総合研究所紀要』別

冊「ラインホールド・ニーバーとキリスト教

現実主義」として公開した。なお、英文報告

書  A Report on the International 

Symposium: Reinhold Niebuhr: His 

Religious, Social, and Political Thought

も 26 年度に公刊予定である。 

（４）ニーバーの主著『人間の運命』の翻訳

研究：これは当初の計画に入っていなかった

が、24 年度から研究活動に加え、研究分担者

4 名が担当した。その翻訳と研究は、上記研

究会で発表され、後に『聖学院大学総合研究

所紀要』に章ごとに順次掲載され、多方面か

らのコメントを集める作業も行った（26年度

末で、全 10章のうち、7章まで研究会にて発

表、5 章まで『聖学院大学総合研究所紀要』

掲載済み）。 

以上、ラインホールド・ニーバーについて、

わが国では、これほどまでに集中した研究が

なされたことはなかった。わけても、ニーバ

ーについての国際シンポジウムの開催は本

邦初であり、特に、アメリカにおける最先端

のニーバー研究と学術的対話をすることが

できたことは、日本におけるニーバー研究に

とって貴重な経験であった。本研究によって、

わが国におけるニーバー研究を一歩前に進

めることができたと思われる。 
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